
臨床研究の実施に関する情報公開 

金沢医科大学（病院）では、研究倫理審査委員会の承認を得て、下記の臨床研究を実施しています。 

 

研究課題名  地域がん登録データと院内がん登録全国集計データを用いたがん診療実態の把握 

研究機関名  金沢医科大学（病院）  

研究責任者  金沢医科大学医学部公衆衛生学講座  西野 善一 

研究期間  2015年8月 ～ 2019年3月 

対象者 １．2012年に悪性新生物または上皮内癌と診断され全国の地域がん登録に登録された方 

２. 2012年に全国のがん診療連携拠点病院で悪性新生物または上皮内癌と診断されたか

他施設で悪性新生物または上皮内癌と診断された後に全国のがん診療連携拠点病院を

2012年に初診し、各施設の院内がん登録への登録後に国立がん研究センターに情報が提

供された方 

当該研究の意義・

目的  

地域がん登録データを用いてがん診療患者のがん診療連携拠点病院への集約化の状況

を評価して背景となる要因を検討することにより今後の集約化のあり方を検討する上

での資料とします。また、地域がん登録と院内がん登録の拠点病院に関する施設別の登

録数と、患者特性や治療内容に関する情報を比較することで、それぞれの集計結果を解

釈する上で必要な知見を得ます。 

方法および研究で

利用する試料・情

報について  

地域がん登録データを用いてがん診療連携拠点病院で診断または初回治療を受けた症

例の割合（拠点病院カバー率）を地域ごとに算出して差の程度と規定要因を検討します。

また、院内がん登録に登録された症例数と、地域がん登録においてがん診療連携拠点病

院で診断・治療を受けたとされた症例数を施設別に比較し、院内がん登録における重複

の可能性と地域がん登録における登録漏れの可能性に関する資料を作成します。さら

に、地域がん登録データと院内がん登録データとの間で集計した患者の特性や治療内容

を比較します。 

利用する情報： 

対象者１について、性別、年齢、診断時市区町村住所（コード）、診断名、診断日、

発見経緯、病期（臨床進行度）、外科的治療の有無、放射線療法の有無、化学療法

の有無、初診医療機関（コード）、治療医療機関（コード）等 

対象者2について、性別、生年月、登録施設名、診断名、診断年月、発見経緯、病期、

外科的治療の有無、放射線療法の有無、化学療法の有無 等 

外部への資料・情

報の提供 

金沢医科大学から外部への資料・情報の提供は行いません。 

個人情報の開示に

係る手続き  

個人情報の開示に係る手続きは、下記の問合せ先にご相談ください。 

資料の閲覧につい

て  

あなたからのご要望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障が

ない範囲内で、この研究の計画や方法についての関連資料をご覧いただくことができま

すのでお申し出下さい。  

研究代表施設・代

表者 

金沢医科大学医学部公衆衛生学講座 

西野 善一 

研究組織  

 

国立がん研究センターがん対策情報センターがん登録センター 

松田 智大 

雑賀 公美子 

栃木県立がんセンターがん予防情報相談部 



大木いずみ 

問合せ先  その他、この研究に関するお問合わせは、下記へご連絡ください。  

金沢医科大学医学部公衆衛生学講座  西野 善一 

住所：石川県河北郡内灘町大学1-1 

📞：076-286-2211  内線（3033） 

作成日： 2017 年 11 月 24 日 


